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消随団の議案馨鰭馨戒について

平藁から消隣国活動につ董まして、ご麗配とご総力を蟻鵜擾＜御礼申し

上げます。

さて議案を控発電誌この輯艶、港晴馨鰭韓調の強貼とともに市罠の随火

憲議の萬場を図ることを轡絢として、歳末馨鰭驚戒を請画しておりました

が、岡山市内でも新型コロナウイル感染症愚書が連日増的していることを

受け12月28日から30日まで脇闇虜漕艇国縫霞への待機、消陽画重囲

による巡園庭韻を申虻するよう、消髄園長より鰭黍が冠婚ました。

その琵駐鱒等言海臨圏による溜蘭書軽輩犠霞による綺犠寂び巡回転韻を

語っており蓋しだが∴今年ぼ申出とさせていただきます。

しかし怒がら、薬鍵発生の麿険が醜除き純だ稽げで恕怒師ことがら、裔

聾の蟻の鶏藤が速やがに諾える体繊線醤霞と変わる母とら蛙てい経だ＜

ようにい淀します。

滅瞳恐鶉で雑務㊥ますが、ご珪鰐の顧登よろしくお頭航航経します。
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